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【
千
葉
】
洋
上
風
力
発
電
施
設
を
優
先
整
備
す
る
「
促
進
区
域
」
の
指
定
に
向
け
、
国
が
千
葉
県
銚
子

市
沖
を
有
望
区
域
と
し
て
選
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
利
害
関
係
者
が
協
議
す
る
初
の
会
合
が
１８
日
に
千
葉

市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
区
域
（
候
補
）
は
年
間
約
２０
万
�
�
の
発
電
が
見
込
め
る
一
方
、
銚
子
市
に
は
水

揚
量
日
本
一
を
８
年
連
続
で
記
録
中
の
漁
港
と
そ
れ
を
支
え
る
関
連
産
業
が
あ
り
、
�
漁
業
と
の
共
存
�

に
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

マ
ダ
ラ
は
日
本
周
辺
に
広
く

分
布
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

漁
獲
、
利
用
さ
れ
る
重
要
な
水

産
資
源
で
、
青
森
県
で
は
太
平

洋
、
日
本
海
、
陸
奥
湾
の
各
海

域
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸
奥
湾
は
、
北
側
の
湾
口
部

で
津
軽
海
峡
と
接
す
る
大
型
内

湾
で
、
毎
年
１２
月
か
ら
翌
年
３

月
に
か
け
て
、
成
熟
し
た
マ
ダ

ラ
が
産
卵
の
た
め
来
遊
す
る
大

規
模
な
産
卵
場
と
な
っ
て
い
ま

す
（
陸
奥
湾
産
卵
群
）。

産
卵
を
終
え
た
マ
ダ
ラ
は
春

に
か
け
て
湾
外
へ
と
移
出
す
る

た
め
、
陸
奥
湾
で
は
冬
場
の
み

マ
ダ
ラ
が
漁
獲
さ
れ
ま
す
。
漁

獲
量
は
１
９
８
９
年
漁
期
（
１２

月
か
ら
翌
年
３
月
）
に
は
１
９

７
０
�
の
高
水
準
で
し
た
が
、

そ
の
後
２
０
０
６
年
漁
期
に
は

２４
�
に
ま
で
低
迷
、
近
年
は
再

び
１
０
０
０
�
を
大
き
く
超
え

る
高
水
準
に
回
復
す
る
と
い
っ

た
長
期
的
な
変
動
を
示
し
て
い

ま
す
。
漁
獲
水
準
の
変
動
は
陸

奥
湾
へ
と
来
遊
す
る
資
源
量
を

反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。で

は
、
陸
奥
湾
産
卵
群
は
産

卵
期
以
外
の
時
期
、
ど
こ
を
回

遊
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

陸
奥
湾
で
産
卵
を
終
え
た
マ

ダ
ラ
を
対
象
に
標
識
放
流
調
査

を
実
施
し
、
再
捕
獲
情
報
を
基

に
回
遊
を
検
証
し
ま
し
た
。
調

査
は
１
９
７
９
年
か
ら
現
在
ま

で
の
約
４０
年
と
い
う
長
期
間
行

わ
れ
、
２
０
１
８
年
ま
で
に
３

４
６
３
尾
を
陸
奥
湾
か
ら
放
流

し
、
湾
外
へ
と
移
出
し
た
あ
と

に
２
１
８
尾
が
再
捕
獲
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
再
捕
獲
デ
ー
タ

を
時
系
列
、
海
域
別
に
解
析
す

る
と
、月
別
の
再
捕
獲
尾
数
は
、

産
卵
期
に
当
た
る
１２
月
か
ら
３

月
に
１
４
５
尾
と
多
く
、
こ
の

う
ち
陸
奥
湾
内
で
の
再
捕
獲
が

１
１
９
尾
と
大
部
分
を
占
め
ま

し
た
。
同
期
間
に
お
い
て
太
平

洋
や
日
本
海
、
津
軽
海
峡
で
の

再
捕
獲
は
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ

る
の
み
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
陸
奥
湾
に

産
卵
の
た
め
に
来
遊
し
た
マ
ダ

ラ
は
、
翌
冬
以
降
も
産
卵
場
と

し
て
陸
奥
湾
を
選
ぶ
、
す
な
わ

ち
陸
奥
湾
へ
の
強
い
産
卵
回
帰

性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

陸
奥
湾
以
外
で
再
捕
獲
さ
れ

た
マ
ダ
ラ
は
９８
尾
で
し
た
。
こ

れ
ら
を
津
軽
海
峡
、
北
海
道
日

本
海
側
、
北
海
道
太
平
洋
側
、

本
州
側
の
４
つ
の
海
域
に
区
分

す
る
と
、
北
海
道
太
平
洋
側
が

５７
尾
と
大
半
を
占
め
、
次
い
で

北
海
道
日
本
海
側
が
１９
尾
、
津

軽
海
峡
が
１３
尾
、
本
州
側
が
９

尾
で
し
た
。
マ
ダ
ラ
陸
奥
湾
産

卵
群
は
湾
外
へ
移
出
後
、
主
に

北
海
道
側
、
特
に
太
平
洋
側
へ

回
遊
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
再
捕
獲
尾
数
が
多
か

っ
た
北
海
道
太
平
洋
側
を
襟
裳

岬
の
東
西
で
区
分
し
、
襟
裳
岬

以
東
の
再
捕
獲
尾
数
を
年
代
別

に
み
る
と
、
漁
獲
水
準
の
高
か

っ
た
１
９
８
９
〜
９２
年
に
特
に

多
く
、
漁
獲
が
低
迷
し
た
９０
年

代
後
半
お
よ
び
２
０
０
０
年
代

に
は
少
な
く
、
再
び
増
加
傾
向

と
な
っ
た
１０
年
以
降
に
多
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
マ
ダ
ラ
陸
奥

湾
産
卵
群
は
漁
獲
水
準
の
高
い

年
代
に
北
海
道
太
平
洋
側
の
東

側
ま
で
の
広
範
囲
を
回
遊
し
、

逆
に
低
い
年
代
に
は
範
囲
が
縮

小
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１８
年
に
は
、
根
室
半
島
の
さ

ら
に
東
の
歯
舞
群
島
周
辺
で
、

約
４０
年
ぶ
り
と
な
る
再
捕
獲
が

記
録
さ
れ
、
近
年
の
漁
獲
水
準

の
高
ま
り
を
反
映
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

本
調
査
に
よ
り
、
マ
ダ
ラ
陸

奥
湾
産
卵
群
の
回
遊
範
囲
を
基

に
、
資
源
管
理
の
地
理
的
な
範

囲
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
つ
づ
く
�
次
回
は
２５
日

付
に
掲
載
）

協
議
会
に
は
経
済
産
業

省
、
国
土
交
通
省
、
水
産
庁
、

千
葉
県
お
よ
び
海
域
に
面
す

る
銚
子
市
、
旭
市
と
Ｊ
Ｆ
千

葉
漁
連
、Ｊ
Ｆ
銚
子
市
漁
協
、

Ｊ
Ｆ
海
匝
漁
協
の
代
表
者
が

出
席
。
座
長
に
は
足
利
大
学

工
学
部
大
学
院
の
永
尾
徹
特

任
教
授
を
選
任
し
た
。

銚
子
市
沖
で
洋
上
風
力
発

電
施
設
の
設
置
に
有
望
な
区

域
（
約
４０
平
方
�
�
）
は
、

年
間
を
通
し
た
風
量
が
多

く
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
の
整
備
で
長
期
的

・
安
定
的
な
電
力
確
保
が
見

込
め
る
う
え
、
大
規
模
開
発

で
供
給
価
格
を
下
げ
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
。
促
進
区
域

に
指
定
さ
れ
る
と
、
公
募
に

よ
り
選
定
さ
れ
た
事
業
者
が

最
大
３０
年
間
、
海
域
を
占
用

し
て
操
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

永
尾
座
長
は
、
銚
子
市
沖

合
で
２
０
１
３
年
に
東
京
電

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
着

床
式
洋
上
風
力
発
電
設
備
が

設
置
さ
れ
、
実
証
実
験
の
実

施
後
１９
年
か
ら
商
業
運
転
を

開
始
す
る
な
ど
「
千
葉
県
は

風
力
発
電
に
親
和
性
が
高

い
」
と
見
方
を
示
し
た
。
一

方
で
漁
業
の
重
要
性
も
唱

え
、
「
高
度
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
い
だ
す
こ
と
が
必
要
」
と

協
議
会
の
役
割
を
強
調
し

た
。事

業
は
長
期
間
海
域
を
占

用
す
る
た
め
、
第
三
者
委
員

会
が
行
う
適
合
性
評
価
に

は
、
供
給
価
格（
１
２
０
点
）

お
よ
び
事
業
実
現
性
に
関
す

る
要
素
（
１
２
０
点
）
に
評

価
項
目
を
設
け
て
い
る
。

た
だ
県
漁
連
の
坂
本
雅
信

会
長
は
、
漁
業
と
の
協
調
・

共
生
に
か
か
る
配
点
が
１０
点

で
あ
る
こ
と
に
「
点
数
配
分

が
低
い
」と
疑
問
を
呈
し
た
。

ま
た
、
漁
業
と
協
調
で
き
な

い
事
業
者
が
選
定
さ
れ
た
場

合
の
影
響
に
も
言
及
。
「
東

京
湾
の
開
発
行
為
を
見
て
き

た
者
と
し
て
、
漁
業
と
の
協

調
を
積
極
的
に
、
重
点
事
項

と
し
て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
求
め
た
。

協
議
会
は
今
後
、
促
進
区

域
の
絞
り
込
み
や
調
査
の
実

施
、
第
三
者
委
員
会
に
よ
る

適
合
性
評
価
を
踏
ま
え
合
意

を
形
成
し
て
い
く
。
促
進
区

域
の
指
定
は
経
産
省
と
国
交

省
の
大
臣
が
行
う
。

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
の
整
備
に
向
け
た
有

望
海
域
は
、
秋
田
県
２
区
域

と
長
崎
県
五
島
市
の
４
区
域

が
挙
が
っ
て
お
り
、
銚
子
市

沖
を
除
く
３
地
域
は
初
会
合

を
終
え
て
い
る
。

【
札
幌
】
北
海
道
漁
協
系

統
団
体
と
北
海
道
水
産
会
は

１６
日
、
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
公
明
党
北
海

道
本
部
政
策
懇
談
会
で
、
当

面
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
要

望
す
る
と
と
も
に
、
主
要
魚

種
が
軒
並
み
不
漁
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
を
報

告
し
た
。

漁
協
系
統
を
代
表
し
て
、

北
海
道
漁
連
の
本
間
靖
敏
常

務
は
ホ
ッ
ケ
と
ス
ケ
ソ
ウ
へ

の
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
「
い

き
な
り
厳
し
い
目
標
管
理
に

基
づ
く
漁
獲
規
制
に
な
る

と
、
漁
業
経
営
が
成
り
立
た

な
く
な
る
」
と
し
て
、
自
主

的
管
理
を
尊
重
し
た
資
源
管

理
を
進
め
て
い
く
必
要
性
を

強
調
。

ま
た
、
主
要
魚
種
の
水
揚

げ
不
振
が
続
く
中
、
浜
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
漁
業
者
自
ら

取
り
組
む
資
源
増
大
対
策
へ

の
支
援
、
後
継
者
対
策
と
し

て
の
現
行
漁
船
リ
ー
ス
事
業

や
成
長
産
業
化
を
目
指
す
新

リ
ー
ス
事
業
の
予
算
拡
充
強

化
な
ど
を
求
め
た
。

道
水
産
会
の
山
崎
峰
男
副

会
長
は
「
北
海
道
の
水
産
業

は
今
、
自
然
災
害
と
い
え
る

ほ
ど
の
か
つ
て
な
い
大
ピ
ン

チ
」
と
し
て
、
過
去
最
低
水

準
の
歴
史
的
な
不
漁
に
直
面

し
て
い
る
サ
ン
マ
、
イ
カ
、

秋
サ
ケ
、
コ
ン
ブ
を
め
ぐ
る

厳
し
い
現
状
と
今
後
懸
念
さ

れ
る
問
題
点
を
報
告
。

そ
の
う
え
で
、
「
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、今
後
、

研
究
機
関
を
含
め
、
徹
底
的

な
調
査
と
議
論

を
重
ね
な
が
ら

対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
数
十

年
に
一
度
の
岐

路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
」
と
危

機
感
を
示
し

た
。ま

た
、
１２
月

上
旬
に
行
わ
れ

る
予
定
の
日
ロ

地
先
沖
合
漁
業
交
渉
に
つ
い

て
も
触
れ
、
相
互
枠
の
協
力

金
引
き
下
げ
の
必
要
性
を
指

摘
。
か
な
わ
な
い
場
合
は
、

政
府
に
よ
る
支
援
の
必
要
性

に
つ
い
て
も
理
解
を
求
め

た
。さ

ら
に
道
さ
け
・
ま
す
増

殖
事
業
協
会
の
小
野
寺
勝
広

専
務
は
秋
サ
ケ
の
来
遊
不
振

要
因
や
資
源
回
復
に
向
け
た

課
題
を
説
明
し
た
う
え
で
、

魚
価
低
迷
に
よ
る
増
殖
事
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
。

「
今
の
増
殖
事
業
は
全
道
４

０
０
億
円
の
水
揚
げ
を
ベ
ー

ス
に
し
て
お
り
、
３
０
０
億

円
を
割
れ
ば
財
源
不
足
に
な

る
。
今
後
、
増
殖
事
業
を
ど

う
組
み
立
て
て
い
く
か
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
道
栽
培
漁
業

振
興
公
社
の
渡
辺
鋼
樹
副
会

長
は
、
栽
培
基
金
の
運
用
益

に
よ
る
ヒ
ラ
メ
や
マ
ツ
カ
ワ

の
栽
培
漁
業
継
続
が
限
界
に

き
て
い
る
現
状
を
説
明
。
国

と
し
て
、
基
金
に
代
わ
る
別

の
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
訴
え
た
。

要
請
を
受
け
、
佐
藤
英
道

衆
院
議
員
（
北
海
道
本
部
代

表
代
行
）
は
「
北
海
道
に
と

っ
て
リ
ー
ス
事
業
は
担
い
手

対
策
そ
の
も
の
。
主
要
魚
種

の
不
漁
は
加
工
業
や
運
送
業

な
ど
関
連
産
業
に
と
っ
て
も

大
き
な
課
題
。
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

理
解
を
示
し
た
。

懇
談
会
に
は
漁
協
系
統
・

水
産
各
団
体
の
常
勤
役
員
ら

１３
人
が
出
席
し
た
。

来
年
の
操
業
、ど
う
確
保
？

【
札
幌
】
北
海
道
い
か
釣

漁
業
協
会
（
道
い
か
協
、
佐

藤
正
美
会
長
）
は
１５
日
、
過

去
に
例
を
み
な
い
水
揚
げ
不

振
に
陥
っ
て
い
る
イ
カ
釣
り

漁
業
の
経
営
安
定
と
操
業

継
続
に
向
け
て
、
道
の
中
田

克
哉
水
産
林
務
部
長
に
対

し
、
次
年
度
着
業
資
金
の
柔

軟
な
融
資
対
応
を
関
係
機
関

に
働
き
掛
け
る
こ
と
な
ど
７

項
目
の
実
現
を
強
く
要
望
し

た
。イ

カ
釣
り
漁
業
の
経
営
安

定
と
操
業
継
続
に
向
け
て

は
、
６
日
に
全
国
い
か
釣
漁

業
協
議
会（
Ｊ
Ｆ
全
い
か
協
）

が
水
産
庁
に
対
し
�
外
国
漁

船
の
違
法
操
業
の
排
除
・
取

り
締
ま
り
の
継
続
�
ス
ル
メ

イ
カ
資
源
の
国
際
管
理
体
制

の
構
築
�
当
面
の
資
金
繰
り

に
苦
慮
す
る
漁
業
者
に
対
す

る
柔
軟
な
対
応
�
漁
業
共
済

強
度
資
源
管
理
タ
イ
プ
の
導

入
な
ど
経
営
安
定
対
策
	
燃

油
コ
ス
ト
の
高
い
イ
カ
釣
り

漁
業
に
対
す
る
漁
船
な
ど
の

収
益
性
回
復
に
役
立
つ
支
援

の
措
置


を
要
望
し
て
い

る
。道

い
か
協
の
要
望
内
容
も

Ｊ
Ｆ
全
い
か
協
と
ほ
ぼ
同
じ

だ
が
、
こ
れ
に
加
え
、
独
自

に
「
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
を
利

用
す
る
網
漁
業
の
操
業
自
粛

措
置
」
と
「
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

回
遊
に
よ
る
直
接
的
・
間
接

的
被
害
に
対
す
る
支
援
」
も

盛
り
込
ん
だ
。

特
に
日
本
海
側
で
は
、
マ

グ
ロ
が
針
に
掛
か
っ
た
イ
カ

に
食
い
付
く
漁
具
被
害
が
発

生
し
て
い
る
ほ
か
、
マ
グ
ロ

の
群
れ
が
押
し
寄
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
イ
カ
が
底
に
張

り
付
い
て
浮
上
し
て
こ
な
か

っ
た
り
、
沿
岸
の
浅
瀬
に
逃

げ
込
ん
だ
り
と
、
イ
カ
漁
場

の
拡
散
を
招
い
て
い
る
と
い

う
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。具

体
的
な
証
拠
が
な
い
た

め
Ｊ
Ｆ
全
い
か
協
の
要
望
に

は
盛
り
込
め
な
か
っ
た
が
、

北
海
道
だ
け
で
な
く
、長
崎
、

島
根
、
新
潟
、
山
形
な
ど
本

州
各
県
の
イ
カ
釣
り
漁
業
者

か
ら
も
「
マ
グ
ロ
を
何
と
か

し
て
く
れ
」
と
い
う
切
実
な

声
が
上
が
っ
て
い
る
と
い

う
。イ

カ
釣
り
漁
業
は
専
業

船
、
兼
業
船
、
前
浜
の
み
の

操
業
船
な
ど
操
業
形
態
が
ま

ち
ま
ち
で
、
漁
業
者
個
々
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
資
金
繰
り
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
協
の
対

応
と
な
る
が
、
現
状
で
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

佐
藤
会
長
は
「
資
源
が
回

復
す
る
ま
で
ど
う
持
ち
こ
た

え
る
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
来

年
南
の
方
に
下
が
れ
る
資
金

力
の
あ
る
船
が
何
隻
出
て
く

る
か
非
常
に
心
配
。
来
年
の

操
業
に
ど
う
つ
な
げ
れ
ば
い

い
か
、そ
の
答
え
が
欲
し
い
。

こ
れ
が
浜
の
声
だ
と
思
う
」

と
窮
状
を
訴
え
た
。

要
望
を
受
け
、
中
田
部
長

は
「
資
金
繰
り
の
問
題
は
漁

協
が
中
心
と
な
り
、
地
区
ご

と
の
対
応
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
を
ま
と
め

て
、
ど
う
要
望
に
応
え
て
い

く
か
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
」
と
述
べ
た
。

要
望
に
は
佐
藤
会
長
の
ほ

か
、
川
口
昭
（
羅
臼
）、逢
山

義
幸
（
日
高
中
央
）、佐
藤
満

（
北
る
も
い
）
の
副
会
長
３

氏
と
千
葉
伸
一
専
務
が
同
行

し
た
。

愛
媛
県
の
八
矢
拓
副
知

事
、
愛
媛
県
真
珠
貝
養
殖
漁

業
協
同
組
合
協
議
会
の
立
花

弘
樹
会
長
（
Ｊ
Ｆ
愛
南
漁
協

組
合
長
）、愛
媛
県
真
珠
養
殖

漁
業
協
同
組
合
協
議
会
の
松

岡
真
喜
男
会
長
（
Ｊ
Ｆ
遊
子

漁
協
組
合
長
）、Ｊ
Ｆ
愛
媛
漁

連
の
蝶
野
一
徳
宇
和
島
支
部

真
珠
・
購
買
部
部
長
ら
は
１８

日
、
水
産
庁
を
訪
れ
、
山
口

英
彰
長
官
に
対
し
て
「
夏
季

の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
大
量
へ
い
死

に
関
す
る
要
望
」を
行
っ
た
。

要
請
は
４
組
織
と
Ｊ
Ｆ
愛
媛

信
漁
連
の
５
団
体
に
よ
る
連

名
。県

に
よ
る
と
、
今
年
７
月

以
降
に
稚
貝
と
母
貝
に
斃

（
へ
い
）
死
が
確
認
さ
れ
始

め
、
現
段
階
で
稚
貝
は
平
年

の
７
割
、
母
貝
は
約
２
割
が

死
ん
で
い
る
と
い
う
。
原
因

は
か
つ
て
猛
威
を
振
る
っ
た

赤
変
病
で
は
な
い
こ
と
が
判

明
し
、
漁
場
環
境
変
化
や
過

密
養
殖
、
近
交
弱
性
、
未
知

の
感
染
症
な
ど
が
指
摘
さ
れ

る
も
の
の
、
究
明
に
至
っ
て

い
な
い
の
が
実
情
だ
。
他
県

の
産
地
で
も
同
様
の
被
害
が

広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
要
望
で
は
、

国
の
主
導
に
よ
る
関
係
県
と

連
携
し
た
早
急
な
原
因
究
明

や
、
県
が
取
り
組
ん
で
い
る

試
験
研
究
へ
の
支
援
、
市
町

・
漁
協
な
ど
の
種
苗
生
産
施

設
の
整
備
や
回
収
へ
の
支

援
、
海
外
か
ら
の
ア
コ
ヤ
貝

導
入
に
必
要
な
国
に
よ
る
防

疫
体
制
の
構
築


な
ど
を
求

め
た
。

八
矢
副
知
事
は「（
県
、
市

町
、
関
係
団
体
、
大
学
な
ど
）

関
係
者
が
集
ま
っ
て
対
策
協

議
会
も
設
置
し
た
。
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
改
め
て
要
請
。
こ
れ

に
対
し
山
口
長
官
は
、
原
因

究
明
は
ま
ず
県
が
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
の

立
場
を
取
っ
た
が
、
「
問
題

が
分
か
れ
ば
対
策
を
立
て
る

こ
と
も
で
き
る
」
と
支
援
に

対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
た
。

要
請
を
終
え
た
立
花
会
長

は
「
は
っ
き
り
と
し
た
原
因

が
分
か
ら
な
い
の
は
不
安
。

来
年
以
降
に
も
影
響
す
る
」、

松
岡
会
長
は「（
出
荷
で
き
る

品
質
の
）
生
産
量
な
ど
が
分

か
ら
ず
、
被
害
の
全
容
が
分

か
っ
て
い
な
い
。
今
は
貝
を

少
し
で
も
多
く
生
き
残
ら

せ
、
生
産
に
つ
な
げ
て
い

く
」
と
現
場
の
実
情
を
訴
え

た
。同

県
の
真
珠
母
貝
、
真
珠

養
殖
は
現
在
、
日
本
一
の
生

産
量
・
生
産
額
を
も
つ
が
、

か
つ
て
は
１
９
９
６
年
の
赤

変
病
に
よ
る
大
量
斃
死
や
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の

影
響
で
、
一
時
は
ピ
ー
ク
の

１０
分
の
１
に
ま
で
金
額
が
減

少
し
て
い
た
。

最
近
に
な
っ
て
真
珠
関
連

の
法
案
や
基
本
方
針
が
示
さ

れ
た
こ
と
に
加
え
輸
出
に
も

下
支
え
さ
れ
、
回
復
基
調
を

強
め
て
い
る
中
で
原
因
不
明

の
大
量
斃
死
と
な
っ
て
い

る
。

佐
藤
衆
院
議
員

（
中
央
�
）
に

要
望
書
を
提
出

す
る
一
行
と
公

明
党
議
員

【
神
戸
】水
産
庁
は
１５
日
、

神
戸
市
内
で
第
３８
回
瀬
戸
内

海
広
域
漁
業
調
整
委
員
会

（
今
井
一
郎
会
長
、
沿
岸
１１

府
県
の
互
選
委
員
と
学
識
経

験
者
で
構
成
）を
開
催
し
た
。

沿
岸
府
県
が
共
同
で
取
り
組

む
サ
ワ
ラ
や
ト
ラ
フ
グ
な
ど

の
資
源
管
理
の
現
況
や
今
後

の
方
向
性
を
確
認
し
た
。
ト

ラ
フ
グ
に
つ
い
て
は
資
源
回

復
の
兆
し
が
み
え
な
い
こ
と

か
ら
、
成
魚
の
漁
獲
抑
制
な

ど
の
必
要
性
も
示
さ
れ
た
。

初
め
に
今
井
会
長
は
、「
資

源
管
理
が
ま
す
ま
す
大
切
に

な
る
中
、
広
域
漁
業
調
整
委

員
会
の
役
割
も
重
要
に
な
っ

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
水
産
庁
の
岩
本
泰
明
資

源
管
理
推
進
室
長
、
廣
山
久

志
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務

所
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

水
産
研
究
・
教
育
機
構
瀬

戸
内
海
区
水
産
研
究
所
は
、

瀬
戸
内
海
サ
ワ
ラ
に
つ
い
て

「
資
源
は
前
年
の
低
位
か
ら

中
位
水
準
。
動
向
は
横
ば
い

か
ら
減
少
」
と
報
告
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
「
現
状
以
上
の

資
源
管
理
を
続
け
、
で
き
る

だ
け
大
型
魚
を
狙
っ
て
漁
獲

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

の
管
理
方
策
を
述
べ
た
。

参
考
人
と
し
て
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
推
進
協
会
の
濱

田
研
一
専
務
は
、
「
今
年
か

ら
水
産
庁
の
補
助
事
業
で
あ

る
種
苗
放
流
に
よ
る
広
域
種

の
資
源
造
成
効
果
・
負
担
の

公
平
化
検
証
事
業
を
活
用
。

８
年
目
の
サ
ワ
ラ
共
同
種
苗

生
産
は
中
間
育
成
後
、
約
６

万
４
０
０
０
尾
を
放
流
し

た
」
と
報
告
し
た
。

水
産
庁
は
現

在
の
サ
ワ
ラ
の

資
源
管
理
の
取

り
組
み
実
施
状

況
を
説
明
。
さ

ら
に
今
後
の
サ

ワ
ラ
広
域
資
源
管
理
に
つ
い

て
は
、
「
資
源
量
は
近
年
中

位
水
準
ま
で
回
復
し
て
き

た
。
目
標
と
す
る
資
源
水
準

に
つ
い
て
は
各
府
県
で
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
種
苗
放
流
の
実

証
事
業
は
２
年
程
度
と
い
っ

た
こ
と
を
考
慮
し
て
検
討
を

進
め
て
い
く
」
と
し
、
引
き

続
き
行
政
・
機
関
に
よ
る

「
さ
わ
ら
検
討
会
議
」
で
検

討
す
る
と
報
告
。
委
員
か
ら

は
、
単
な
る
資
源
量
の
増
加

だ
け
で
は
な
く
、
漁
家
経
営

な
ど
へ
の
配
慮
を
求
め
る
発

言
も
あ
っ
た
。

ト
ラ
フ
グ
に
つ
い
て
は
全

委
員
が
「
資
源
量
は
低
位
水

準
、
減
少
傾
向
」
と
い
う
厳

し
い
状
況
を
認
識
。
瀬
戸
内

海
区
水
産
研
究
所
か
ら
は

「
２
０
１
２
年
か
ら
放
流
種

苗
の
大
型
化
と
尾
ビ
レ
欠
損

の
な
い
人
工
種
苗
を
適
地
に

放
流
し
て
き
た
。
ま
た
、
若

齢
魚
の
漁
獲
抑
制
な
ど
に
も

取
り
組
ん
だ
」
が
、
資
源
量

に
回
復
基
調
が
み
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
「
３
歳
魚
以
上

の
成
魚
を
漁
獲
抑
制
し
、
速

効
的
に
天
然
発
生
０
歳
魚
を

増
や
し
て
資
源
増
大
を
考
え

る
必
要
性
」も
提
案
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
放
流
種
苗

の
大
型
化
な
ど
を
し
て
も
さ

ら
に
減
少
傾
向
で
、
資
源
回

復
し
な
い
資
源
量
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
が
、
明

確
な
要
因
が
得
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

高
値
嫌
わ
れ
伸
び
悩
む

▽
マ
ア
ジ
�
中
型
（
１
２

０
�
上
）
の
入
荷
は
日
量
平

均
５
２
０
０
箱
（
前
週
６
５

０
０
箱
）。ま
き
網
定
時
休
漁

入
り
に
よ
り
長
崎
産
が
減
少

し
た
。
し
か
し
期
間
中
の
中

心
値
は
キ
ロ
５
０
０
円
と
強

含
ん
だ
程
度
。
高
値
嫌
気
な

ど
か
ら
伸
び
を
欠
い
た
。

産
地
別
割
合
は
、
鳥
取
が

３
割
、
長
崎
が
２
・
５
割
、

石
川
が
２
割
な
ど
。

今
後
は
長
崎
産
が
さ
ら
に

減
少
し
、
鳥
取
や
石
川
産
な

ど
が
小
高
い
予
想
。

青
森
産
が
し
っ
か
り

▽
マ
サ
バ
�
入
荷
は
日
量

１
８
０
０
箱
（
前
週
１
４
０

０
箱
）。千
葉
産
が
や
や
減
っ

た
一
方
、
青
森
産
が
増
加
し

た
。相
場
は
、５
０
０
�
型
が

キ
ロ
４
０
０
円
中
心
な
ど
全

般
に
し
っ
か
り
。
季
節
商
材

と
し
て
の
引
き
合
い
が
強
ま

り
底
堅
い
値
動
き
だ
っ
た
。

産
地
別
割
合
は
、
青
森
が

５
割
、
千
葉
が
３
・
５
割
、

宮
城
な
ど
が
若
干
。
今
後
の

入
荷
は
や
や
減
少
し
、
青
森

産
な
ど
が
上
げ
基
調
か
。

買
い
一
服
か
ら
小
幅
下
落

▽
マ
イ
ワ
シ
�
入
荷
は
日

量
４
２
０
０
箱
（
前
週
３
０

０
０
箱
）。北
海
道
産
の
ほ

か
、
千
葉
産
が
ま
と
ま
っ
た

１
０
０
�
上
の
大
中
羽
の
中

心
値
は
キ
ロ
３
０
０
円
と
小

幅
下
落
。
買
い
一
服
ム
ー
ド

が
強
ま
っ
た
。
産
地
別
割
合

は
、
北
海
道
が
６
割
、
千
葉

が
３
・
５
割
。
今
後
は
北
海

道
産
な
ど
が
や
や
減
っ
て
、

相
場
は
強
含
み
そ
う
だ
。

北
海
道
産
が
も
ち
あ
い

▽
ス
ル
メ
イ
カ
�
入
荷
は

日
量
１
０
０
０
箱
（
前
週
１

０
０
０
箱
）。北
海
道
産
が
週

を
通
し
て
１
０
０
０
箱
前
後

の
出
回
り
。
２０
入
り
の
中
心

値
は
一
箱
５
５
０
０
円
と
前

週
並
み
。
期
間
中
の
値
動
き

も
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

産
地
別
割
合
は
、
北
海
道

が
９
・
５
割
、青
森
な
ど
が
若

干
。今
後
の
入
荷
は
、シ
ケ
の

影
響
で
減
少
し
、
北
海
道
産

が
品
薄
高
と
な
り
そ
う
だ
。

宮
城
産
が
小
幅
下
落

▽
カ
ツ
オ
�
入
荷
は
日
量

３
３
０
０
箱
（
前
週
２
５
０

０
箱
）。宮
城
産
が
週
後
半
を

中
心
に
ま
と
ま
っ
た
。
３
�

型
の
中
心
値
は
キ
ロ
８
０
０

円
と
、
気
温
の
低
下
で
引
き

合
い
が
弱
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
小
幅
下
落
し
た
。

産
地
別
割
合
は
、
宮
城
が

７
・
５
割
、
千
葉
が
１
割
、

鹿
児
島
な
ど
が
若
干
。
今
後

は
宮
城
産
が
や
や
減
っ
て
、

相
場
は
小
高
い
展
開
か
。

三
陸
産
に
値
頃
感

▽
サ
ン
マ
�
入
荷
は
日
量

１
万
４
５
０
０
箱
（
前
週
１

万
９
９
０
０
箱
）。北
海
道
産

が
さ
ら
に
減
少
し
た
一
方
、

岩
手
と
宮
城
産
が
ま
と
ま
っ

た
。
相
場
は
、
主
力
サ
イ
ズ

１
３
０
�
が
キ
ロ
４
０
０
円

中
心
な
ど
全
般
に
小
幅
安
。

値
頃
感
が
増
し
た
こ
と
で
荷

動
き
は
お
お
む
ね
良
好
。

産
地
別
割
合
は
、
岩
手
が

５
・
５
割
、
宮
城
が
３
割
、

北
海
道
が
１
・
５
割
。

今
後
の
入
荷
は
や
や
減
っ

て
、
三
陸
産
が
強
含
み
か
。

あ
い
さ
つ
す
る

今
井
会
長

２

道
の
水
産
業
、大
ピ
ン
チ

サワラ、トラフグな
ど資源管理確認

銚
子
沖
に
洋
上
風
力
発
電

銚
子
沖
に
洋
上
風
力
発
電

トラフグ成魚漁獲抑制も

公
明
党
道
本
部
政
策
懇
談
会

第３８回瀬戸内海広域漁調委

道
内
水
産
関
係
団
体
が
訴
え

２０１９（令和元）年１１月２０日（水曜日）

促
進
区
域
指
定
へ
初
協
議
会

漁業との共存共栄を漁業との共存共栄を

道いか協

道
に
イ
カ
不
漁
対
策
要
望

マ
グ
ロ
に
よ
る
被
害
も
深
刻

道の中田水産林務部長（�から２人目）に要望書
を提出する佐藤会長ら道いか協の幹部

第
１
回
協
議
会
が
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
で

開
催
さ
れ
た

主主
要要
鮮鮮
魚魚
のの
週週
間間
市市
況況

豊
洲
市
場
◆
１１
月
８
〜
１４
日

青
森
産
技

９

編

真
珠
斃
死
で
対
策
訴
え

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

水
産
庁
・
山
口
長
官
に
愛
媛
県
、関
係
団
体
な
ど

水
産
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

原
因
究
明
、種
苗
施
設
整
備
も

三

浦

太

智
氏

陸
奥
湾
マ
ダ
ラ
、根
室
の
先
へ

陸
奥
湾
マ
ダ
ラ
、根
室
の
先
へ
�

資
源
増
加
で
回
遊
範
囲
拡
大

山口長官（中央）に要請する（�から）立花組合
長、松岡組合長、八矢副知事、蝶野部長

（第３種郵便物認可）


